













































































































もかまいません。 「憂っても」ではありません。 （中略） 「憂ふ」の活用形を「憂ひ」とする例があります。 「愁ひつつ岡にのぼれば花いばら
　
蕪村」／ま














































































































































































































































「ヘベレケ」 「デレデレ」 、応答語「へえ」 、笑い声「エへへ」などがある。この音構造の語自体は数少ないが、おおむね好ましからぬ意の語、ペジョラティブに属する。助動詞「べし」の後身「べい」
（ぞんざいな発音では「べー」 ）
も
そうだろう。 「才六」に由来するらしい、関東人が上方の若者を卑しめていう「ぜえろく も同じ原理によるのかもしれない。語頭が濁音化 てさえ る。
この推論に不都合な語としてまず思いあたるのは、関西














に成立したらしいこの動詞は、語幹 「け」一拍で、しかも唯一の下一段活用動詞として 文 文法で特異な語であった。 「蹴る」は 複合語「蹴飛ばす」 「蹴上げ」 「蹴込み」などに語幹「け を残すが、江戸時代半ばにはラ行五段活用に転じて日本語史か 消 た。これも、 「憂え 」と同じく、活用体系の中で孤立する動詞であった。
先にいくつかの用例にみたような使用実態があるのだ
が、現行の辞書の記述は一様に 用「うれえる」としている。規範主義をとるというのだろうが、やはり怠慢ではないか。それは用例
1～
3・
5をはじめとする五段活
用化の実態に目をつむったことになり、
6のような質問が
39
出現する道理でもある。わたしはまだ接していないが、遠からず否定形「憂わない／憂 ず」が出現するに違いい。
最後になったが、本稿の標題の〈憂い〉はウレイとよん
でいただきたい。
 
（平成廿六年一月五日小寒）
